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ごみの持ち込み方法

　木曽広域連合で進めている「ごみ焼却（熱回収）施設整備工事」は、これまで順調に工事が進捗し平成
30年１月９日㈫より新施設で「可燃ごみ」の受け入れを開始する運びとなりました。
　新しい施設のご利用方法などをお知らせします。

以下の行為は法令等に違反するため、持ち込みをお断りします。
・木曽郡以外で発生したごみを持ち込む行為。
・家電リサイクル法・自動車リサイクル法等で処理方法が定められている物や、産業廃棄物を持ち込む行為。
・業として他人の廃棄物を一般廃棄物収集運搬業の許可なく持ち込む行為。

　木曽広域連合ホームページでは「可燃ごみ処理施設」「不燃ごみ処理施設」の受入可能日・受入時間・
手数料をお知らせしています。　http://www.kisoji.com/kisokoiki/
　また、建設工事の概要・進捗状況も公開していますので、ぜひご覧ください。

   「持ち込み」の際の注意点　
・木曽クリーンセンターへごみを持ち込まれる際は「ごみ指定袋」の利用はご遠慮ください。
・施設内では係員の指示に従ってください。ダンピングボックス上で異物の混入を確認するため、ごみ袋を
開封させていただく場合があります。また、ごみ収集車両（パッカー車）を優先する場合があります。
・持ち込みごみは原則として、ご本人に降ろしていただきます。量が多い場合などは２名以上でお願いします。
・ごみを道路にまき散らさないように、荷台をシートで覆うなどの配慮をお願いします。
・「燃えるごみ」と「燃えないごみ」では処理する施設が異なります。（約１㎞離れています。）それぞれの
施設で降ろし易いように持ち込んでください。
・一度に多量のごみを持ち込む場合は、お引き受けできない場合があります。また、点検等のため受け入れ
を制限する場合もありますので事前に木曽クリーンセンターへお問い合わせください。（電話 24-3131）
・リサイクル可能な物（ダンボール・雑誌・その他紙類など）は各町村指定の回収場所へ出してください。

　はじめに　
木曽クリーンセンターでは、以下のような収集できないごみの「持ち込み」をお受けしています。
・木曽広域連合発行の冊子（家庭ごみの分別区分と出し方の手引き）に「クリーンセンターへ持ち込み」
と記載されている、ごみステーションでの収集に出せないごみ。
・粗大ごみ（ごみ指定袋に入らない大型のごみ）
・引越し等で大量に出たごみで、ごみステーションでの収集に出せない場合。

①正面出入口より入場し、直進してください。
②「計量機」に車を載せてください。（ 緑色の鉄板  が計量機です。ごみを含めた車両総重量を計量します。）
③車を載せたまま、事務所受付で「受付簿」の記入をお願いします。
   （車のナンバー・お住まいの町村・家庭又は事業の別・ご連絡先電話番号・お名前）
④プラットホームへ進入してください。
⑤  ダンピングボックス  上へごみを降ろしてください。
⑥ごみ指定袋に入らないような大型のごみ（粗大ごみ）は、「粗大ごみ置き場」へ降ろしてください。
⑦ごみを降ろし終えたらプラットホーム出口から退出し、計量・受付レーン（路面に➡が標示されていま
す。）を走行して「計量機」に向かってください。
　・もう一度②の「計量機」に車を載せてください。（２回の計量差によりごみの重さが分かります。）
　・車を載せたまま、③の事務所受付で「持ち込み手数料」のお支払いをお願いします。
⑧お支払いをすませたら、出口へ向かうレーン（路面に➡が標示されています。）を走行して、正面出入口
からお帰りください。（場内は一方通行になっていますので、お帰りの際は施設の外周を一回りしていただ
きます。）

新可燃ごみ焼却施設のご利用方法をお知らせします

お問い合わせ先：木曽クリーンセンター　電話 24-3131　広域IP ＊＊24 -3131
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